
策 定 委 員 会 議 事 録 

会議名 平成３０年度第２回地域福祉推進計画策定委員会 

日 時 

場 所 

平成３１年２月２５日(月)  午後１時３０分～３時 

北栄町役場大栄庁舎３階 委員会室 

出席委員 北栄町地域福祉推進計画策定委員４名（学識経験者：森田清子、町民児協

代表：田中律子、町老人クラブ連合会代表：田中陽子、一般公募：坂本浩

憲各委員） 

欠席委員 町社協代表：柿本千恵美、町障がい者地域自立支援協議会代表：中井恭子、

町自治会代表：伊藤巧 

事務局 田中福祉課長・岡﨑・中原・松嶋・小林 

田中課長 

 

 

森田委員長 

 

１ 開会  

社会福祉協議会の地域福祉活動計画の見直しに併せ、本推進計画と一体

とした計画とするため、３１年度も引き続き検討頂きたい。 

２ あいさつ 

 ニュースで虐待やいじめなどの報道がある。安心して暮らせる世の中に。

丁寧に時間をかけ進め、力を併せ策定を勧めていきたい。 

 

岡﨑 

 

 

 

 

 

 

 

森田委員長 

岡崎 

田中律委員 

岡崎 

 

 

坂本副委員長 

岡崎 

 

田中陽委員 

議事 

（１）第 1 回策定委員会以降の取組について 

①経過について 5 頁 

②アンケート結果について（概要） 8 頁～ 

 本結果は単純集計したものであり、分析は次の委員会までに行う。また、

自由記載欄は原文をそのまま載せている。次の委員会までに自由記載欄の

精査（仕訳、不適切表現、残しておきたい意見など）をできる範囲でお願

いしたい。事務局でも行う。 

（質疑応答） 

精査はいつまでに連絡すればよいか。 

3 月末までにお願いしたい。 

具体的に、何を報告すればよいか。 

明らかにこの意見は載せなくて良いものや、逆に載せたいもの、表現、仕

訳など。自由記載欄を添削する際、分かり易いようにページごとに上から

１番と番号をふってもらい対応をお願いします。 

要望や意見が混在しているので、それで分けてはどうか。 

要望、感想、障がい、高齢といった区分で分ける。委員さんの意見と一緒

に検討していきたい。 

回収率は半分に満たないのは寂しい。年代を分けて発送したのか。１０代
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坂本副委員長 

には答えにくい内容と感じる。 

町と自治会の人口割合で年代別に発送した。回収率は、過去に実施した男

女共同参画で４４%。高齢者を対象とした介護計画は６０%程度だった。

若い人の回収率が少なかったのではと思う。 

特に必要と考え独自に入れ込んだ項目は。 

問２５。国の指針項目を分かりやすく入れ込み、優先順位を把握したい 

送付した年代別で回収率を出してもらえると、年代ごとの関心が分かるの

では。 

年齢と年代で、発送に対する回収率を別に集計します。 

 

③自治会懇談会について 

３自治会で、自治会の役員会の時期を捉えて開催した。最初にグループで

問題提起し、最後全体会で振り返りを行った。主な意見は下線部のとおり。 

もう１，２自治会、可能なら開催したいと思っている。 

（質疑応答） 

各自治会で初総会の時に自治体への要望、町への要望を話し合うが、その

時に話し合いの共通項目として、３点を話し合ってもらえば、全部の自治

会の意見が集まるのではないか。 

こういうことを自治会で話す機会はないのでとても良いこと。当事者を交

えて身近な自治会で話合えば解決することもあるのかも。 

自治会総会で町要望の話しをしており、それに加え、このような視点で話

し合ってもらえればよいかも。自治会個別の生活や環境があり問題の中身

も変わってくる。 

自治会内で解決できることもあるので、町でないとできないことを分ける

必要がある。防災組織や個人情報のこともあり、どこまで入れ込むのか検

討が必要。 

具体的な行動計画は社協が策定している。計画は理念として策定する。 

 

④団体ヒアリング及び意見交換について 28 頁～ 

 民生児童員協議会、居宅介護事業所で行った。 

（質疑応答） 

サロンまでの送迎があればいいとあるが、事故のリスクがあり怖い。でき

ることはしてあげたいが、どこまでできるのか。気をつけた方がいい事項

とかがあったほうが良いかも。 

ゴミ捨て場の掃除負担の免除は自治会内で話し合えば解決できるのでは。 

良かれと思って声をかけても怒られる時がある。どこまで手助けすればよ
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いか分からない時がある。 

助けて欲しいときに気軽に声を挙げれるようなコミュニティーを作る必要

がある。 

サロンの送迎は事故も考えたが、気軽というところで車で行く人が一緒に

連れて行っているのが現状。交通機関も大きな課題になっている。 

 

（２）今後のスケジュールについて 

次年度の時期はお示し出来ないが、データを分析しお示しする。また２月

２８日に日赤奉仕団、食推委員さんにヒアリングを行うこととしている。 

（３）その他 （なし） 

 

４ その他 

住民意見代表として参加している。私がわかならないものは住民も分から

ないという思いで参加している。 

いろいろな問題が起きている。町の方針を策定し住民が安心できるような

ものを策定していきましょう。 

５ 閉会 

 


